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緑中学校の今日的使命

家庭・地域との連携により

○安全で魅力ある学校生活の場の提供と 「育て合い、学び合う 」学校を目指します。

○ 「自己肯定感の高い子ども 」を育て「自治の精神 」を以って地域づくりに貢献します。

１ 学 校 教 育 目 標

（ １ ） 教 育 目 標 の 根 幹

人 間 と し て 自 己 を 実 現 す る こ と は 、 す べ て の 人 の 生 涯 の 目 標 で あ る 。 そ の 目 標 を 達 成 さ

せ る べ く 教 育 の 使 命 は 、 人 間 と し て の 発 達 の モ ラ ト リ ア ム （ 猶 予 期 間 ） を 認 識 し つ つ 、 個

性 を 発 揮 す る と と も に 、 社 会 に 貢 献 で き る 人 間 性 を 培 う こ と に あ る 。 学 習 指 導 要 領 は 、 教

育 基 本 法 に 基 ず く 教 育 の 理 念 を 踏 ま え 、「 生 き る 力 」 の 育 成 、 知 識 ・ 技 能 の 習 得 と 思 考 力

・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 の 育 成 、 道 徳 教 育 や 体 育 な ど の 充 実 に よ り 、 豊 か な 心 や 健 や か な 体 を

育 成 す る こ と を 基 本 的 な ね ら い と し て い る 。

本 校 に お い て は 、 生 涯 を 通 し て 自 己 を 見 つ め 、 自 分 に と っ て も 他 に と っ て も 善 い こ と を

各 人 の 個 性 を 持 っ て 実 践 し て い く こ と の で き る 態 度 の 育 成 を め ざ し 、 生 涯 を 通 じ て 学 ぶ 力

と 、 思 い や り の あ る 豊 か な 心 と 、 生 徒 自 ら が 自 己 を 陶 冶 し た く ま し く 生 き る 力 を 培 う こ と

を 学 校 教 育 の

根 幹 と し て い る 。

（ ２ ） 学 校 教 育 目 標

「 誠 」

誠実に学び、高い志をもつ生徒を育てる。

「 朗 」

共に支え合う、清らかで人間性豊かな生徒を育てる。

「 靭 」

未来を切り拓く、しなやかでたくましい心と体を育てる。

（ ３ ） 学 校 ス ロ ー ガ ン

Ｂe cheerful !



（ ４ ） め ざ す 生 徒 像 ・ 教 師 像 ・ 学 校 像

めざす めざす

教師像 学校像

体 罰 を 全 面 い じ め ・ 暴

否 定 し 、 生 徒 力 の な い 安 心

と 真 摯 に 向 き ・安全な学校

合う教師

自 己 を 高 め

自 己 改 善 に る こ と の で き

努める教師 る学校

互 い に 学 び 地 域 ・ 家 庭

合う教師 と 連 携 し 、 共

に 育 つ 開 か れ

た学校

２ 学校経営方針

経営方針

（１）人材育成に努め、各組織のチーム力と学校運営の活性化を図る。

（２）ＰＤＣＡサイクルを基に、学校評価による課題の明確化と改善を推進する。

（３）授業改善に努め、一人一人の生徒を大切にする教育の確立に努める。

（４）小規模校の利点を活かした授業計画や校内研究に、積極的に取り組む。

（５）子どもの育ち、大人の育ちを促す学校・家庭・地域の連携を推進する。

（６）義務教育における「学び」と「育ち」の継続性を目指し、小中連携を推進する。

本年度の指導の重点

（１）信頼関係を築き、士気が高まる学級経営と生徒による活動の向上を図る。

（２）自己内省と自他への承認を習慣づけ、心の内面の発達とコミュニケーション力向上の

一助とする。

（３）興味・関心を高める指導の工夫により、基礎的基本的な知識・技能を確実に定着させ

ると共に、発展的な学習へつなげる。

（４）支援が必要な生徒（家庭）への相談活動とサポートチームを充実させる。

（５）英語教育、理科教育の充実を図る。

めざす生徒像

伝え合い、認め合い、 自他

を大切にできる生徒

新たなことに勇気をもって

挑戦し、柔軟に対応できる

生徒




